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論文内容の要 t:. 日
ストッピングは使用法の簡便なことから、現在歯科臨床において広く用いられてわり、とくに形成
完了後の、たとえばインレー嵩洞などに対しては重要な仮封材である。しかしながら、従来このもの
には歯質を改善するような考慮は払われていなかった。
最近、充填に先立って、フッ化物を適用して寵壁象牙質の耐酸性を増し、象牙細管を封鎖しようと
いう試みがなされている。
そこで、著者はストッピングにフッ化物を配合し、このものに寵壁象牙質の性質を改善する作用を
持たせることを目的として本研究を行なった。
配合するフッ化物として NaF ， ZnF2 を採り上げ、これらフッ化物と象牙質あるいは人工組織液と
の反応を調べた。つぎに、ストッピングに対するフッ化物の配合方法および配合による素材の物理的
性質におよぼす影響について検討を行なった。さらに、 in vitro において、フッ化物を配合したスト
ッピングを象牙質に適用して、これによる象牙質の諸性質の変化を追求し、その効果について検討し
た。
まず、人歯象牙質粉末試料にNaFまたは ZnF2 高濃度溶液を作用させた場合の反応生成物ならびに
人工組織液 (Gey'sBSS) の作用による生成物の変化を X線回折により追求すると共に、この間の重
量変化を測定した。また、各液作用後の試料にO.2M酢酸緩衝液 (pH4.5) を作用させ、重量変化より
それらの耐酸性を比較した。その結果、粉末象牙質はNaFの作用により CaF2 を生成したが重量は減
少した。一方ZnF2 の作用によっては、 CaF2 の他にZns (P04 L ・ 4H2 0 を生成して重量が増加した。
つぎに、フッ化物を作用させた試料に HP04~-Ca++ を含むGey' sBSSを作用させることにより、こ
れらは CaF2 の減少を来たすと共に、 fluorapatite を生成して重量増加を示した口また、フッ化物の
作用により、象牙質の耐酸性は向上し、さらにGey'sBSSの作用によってそれは一層向上した。
- 295 -
つぎに、ストッピングにフッ化物を配合する場合、そのフイラーである ZnOあるいはBaS04との反
応を考慮せねばならないとごろから、 NaF 、 ZnF2 と ZnO 、 BaS04 とを組合せて湿潤状態に置き、この
間の変化を X線回折により追求した。ついで、 NaFまたは ZnF2 を 1-10%配合したストッピング(以
下、 F-St. と略記)を試作し、これらより溶出する F量をZr-SPADNS法により測定した D さらに、
F-St. の物理的性質をつぎの測定法により比較した。 加圧短縮試験は JIS 規格に準じ、硬さ測定は
Durometer Type-D を、熱膨脹率測定はComparatorを用いて行なった。 また、仮封性について、
内部の組造なガラス管の一端に通法により F-St. を充填し、 1%酸フクシン溶液の漏洩状況を観察し
た。その結果、 NaF 、 ZnF2 いずれを配合した場合にも、フィラーとしてZnOが存在すると不溶性の
ZnOHF を生成して Fの溶出を阻害することがわかった。そこで以下の実験にはBaS04単一フイラー
のF-St. を用いた。 F-St. はすべてJIS規格を満足し、フッ化物の配合率の大きいほど、またNaFよりも
ZnF2 配合のものの方が硬さは高く、熱膨脹率は小さく、仮封性は勝れていた。
つぎに J、象牙質に F-St. を 3 日間適用して、以下の知き実験を行ない、その作用および効果につい
て調べた。 x線回折により生成物を同定し、X線マイクロアナライザーにより Fの取り込み量を調べた
象牙質を Window method により脱灰して溶出Ca 量を測定し、対照のそれと比較した。脱灰は 0.2N
酢酸緩衝液 (pH 4.5) および O.OO1 M 2Na-EDTA溶液 (pH 7.0) で行なった。象牙細管のイオン透
過性をみるために、交流ブリッジ抵抗計を用いて電気抵抗値の変化を追跡した。さらに、対をなす象
牙質面の一方を対照として、他方にF-St. を適用後、両面をリン酸セメシトで接着し、剥離後に両面
に残存しているセメントの面積比から、セメントとの接着性に台よぽす影響をみた。 その結果、
ZnF 2 10%配合F-St. 適用において Zn3 (P04 )2・4H2 0の生成が確認された。 F はNaF配合F-St. 適用
においては比較的内層まで取り込まれ、一方ZnF2 配合F-St.ではごく表層部に集中的に取り込まれ
ることが判明した。また、 F-St. 適用により、酸脱灰における象牙質からのCa溶出は著明に抑制され、
とくに ZnF2 配合のものの抑制効果が大きかった。同様に、キレート脱灰においても抑制が認められ
た。電気抵抗値はF-St. の適用により上昇し、とくに ZnF2 配合のものでは 2 倍を超える著しい上昇
を示した。さらに、 F-St.適用により、リン酸セメントの象牙質に対する接着性の向上が認められた。
以上、研究の結果、 10%程度のNaFあるいはZnF2 を配合したストッピングは仮封材としての性能
を損うことなく、また、これを象牙質に適用した場合、フッ化物はdentinliquorおよび象牙質の無機塩
と反応して、象牙質の耐酸性を増し、イオンの透過性を減じ、リン酸セメントとの接着性を向上させ
得ることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は、フッ化物を配合したテンポラリーストッピングの物理的性質および象牙質にたいする作
用について研究したものであって、それが接触する象牙質の耐酸性、イオン透過性、およびリン酸セ
メントとの接着性について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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